
 

 

各戸配布 

  みなみふらの 

 社協つうしん 
   第９８号（２０１６年５月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
         

 

 

  「誰もが、いつまでも安心して生活できる地域」を目指して!! 

                            

 

                   ＴＥＬ 0167-39-7711／ＦＡＸ 0167-52-3711 

 

 ４月２１日（木）に富良野ライオンズクラブ南富良野支部よりフロアカーリング用具

２セットの寄贈があり、贈呈式が行われました。寄贈されましたフロアカーリングは保

健福祉センターみなくるに配備し、生きがいデイサービス活動や各団体の開催する行事

等で有効に活用いたします。 

 

 



 

陽
春
の
候
、
日
ご
と
に 

若
葉
に
は
え
る
新
緑
が
さ

わ
や
か
な
季
節
と
な
り
ま

し
た
。 

日
頃
、
当
社
会
福
祉
協

議
会
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
町
行
政
や

町
議
会
、
更
に
地
域
住
民
の
皆
様
方
の
温

か
い
ご
支
援
を
賜
り
、
お
蔭
様
で
計
画
通

り
事
業
が
進
ん
で
お
り
ま
す
こ
と
、
衷
心

よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
私
事
、
こ
の
度
の
役
員
改
選
に
伴

い
、
４
月
１
日
の
理
事
会
に
お
い
て
、
会

長
と
い
う
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
、
そ
の
責

任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご

ざ
い
ま
す
。
私
自
身
浅
学
非
才
、
決
し
て

そ
の
器
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
域
の
皆

様
や
社
協
役
職
員
の
皆
様
方
の
お
力
を
お

借
り
し
ま
し
て
、
当
会
の
円
滑
な
運
営
を

と
お
し
て
地
域
福
祉
の
充
実
と
発
展
の
た

め
に
、
与
え
ら
れ
た
職
責
を
全
う
し
た
く

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
前
岩
永
会
長
同

様
、
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
下
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
地
域
福
祉
を
取
り
巻
く
状
況
は
、

急
速
な
少
子
・
高
齢
化
が
進
行
し
、
低
迷

す
る
経
済
環
境
の
中
で
年
金
、
医
療
、
介

護
等
の
社
会
保
障
費
が
増
え
続
け
、
地
域 

平
成
２
８
年
３
月

３
１
日
を
も
っ
て
社

協
理
事
並
び
に
評
議

員
が
任
期
満
了
と
な

る
た
め
、
３
月
２
３

日
の
理
事
会
、
３
月

２
９
日
の
評
議
員
会

に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
新
役
員
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
４

月
１
日
の
第
１
回
理

事
会
で
正
副
会
長
の

互
選
が
行
わ
れ
、
会

長
に
は
森
敏
範
氏
、

副
会
長
に
は
、
西
山

雅
明
氏
、
加
藤
哲
夫

氏
が
そ
れ
ぞ
れ
選
任

さ
れ
ま
し
た
。 

 

理
事
で
退
任
さ
れ

ま
し
た
岩
永
廣
一
郎

氏
、
五
日
市
利
智
子

氏
、
渡
邊
龍
幸
氏
、

監
事
で
退
任
さ
れ
ま

し
た
佐
藤
茂
氏
に
は

在
任
中
、
社
協
活
動 
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や
家
族
形
態
が
変
化
し
て
き
て
、
公
的
な

福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
現
行
の
仕
組
み
だ
け

で
は
対
応
で
き
な
い
課
題
が
生
じ
て
い

ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
中
だ
か
ら
こ
そ
、
地
域
で

の
お
互
い
の
支
え
合
い
や
協
力
が
必
要

と
考
え
ま
す
。
社
協
は
「
誰
も
が
、
い
つ

ま
で
も
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
」
の

構
築
を
目
指
し
て
、
住
民
参
加
に
よ
る
地

域
福
祉
を
め
ざ
し
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の

地
域
福
祉
の
推
進
に
は
、
地
域
の
力
が
必

要
で
あ
り
、
身
近
に
あ
る
地
域
の
福
祉
問

題
に
目
を
向
け
、
地
域
を
繋
ぐ
役
割
と
し

て
、
町
民
の
皆
様
方
の
存
在
が
欠
か
せ
な

い
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

南
富
良
野
町
で
は
、
幸
い
に
も
小
地
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
や
サ
ロ
ン
活
動
を

初
め
と
す
る
多
く
の
支
え
合
い
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も

よ
り
多
く
の
活
動
を
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
社
協
と
し
て
働
き
か
け
、
支
援
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
今
後
も
地
域
の
皆
様
方
の
信
頼

と
期
待
に
応
え
る
た
め
に
、
地
域
の
福
祉

ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
中
で
、
地
域
に
密
着

し
た
活
動
を
展
開
で
き
る
南
富
良
野
町

社
会
福
祉
協
議
会
を
目
指
し
、
役
職
員
一

丸
と
な
っ
て
地
域
福
祉
の
向
上
に
努
め

て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
・
ご
協
力
を

重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
就
任
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。 

に
大
変
ご
尽
力
を
賜

り
ま
し
た
こ
と
、
紙

面
な
が
ら
改
め
て
厚

く
お
礼
申
し
あ
げ
ま

す
と
と
も
に
、
今
後

と
も
健
康
に
留
意
さ

れ
、
引
き
続
き
地
域

活
動
に
ご
活
躍
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

な
お
、
新
た
に
理

事
と
し
て
久
保
田
宏

孝
氏
、
山
西
す
み
子

氏
、
上
林
康
政
氏
、

監
事
と
し
て
山
内
茂

樹
氏
に
ご
就
任
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
を

ご
報
告
い
た
し
ま

す
。 

 

ま
た
、
社
協
の
各

部
会
の
構
成
も
新
た

な
委
員
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
、
具
体
的
事

業
の
推
進
が
図
ら
れ

て
参
り
ま
す
。 

任
期
満
了
に
伴
う 

新
理
事
・
監
事
・
評
議
員
選
任 

  

会
長
就
任
ご
あ
い
さ
つ 

社
会
福
祉
法
人 

南
富
良
野
町
社
会
福
祉
協
議
会 

 
 
 

会 

長 

森 
 

敏 

範 

 

 



 ● 役 員 名 簿  

役職名 氏  名 地区名 所 属 団 体 等 

会 長 森   敏 範 幾 寅 住民組織（幾 寅地区）再任 

副会長 西 山 雅 明 幾 寅 教育機関       再任 

副会長 加 藤 哲 夫 幾 寅 老人クラブ連合会   再任 

理 事 目 黒 義 重 落 合 住民組織（落 合地区）再任 

理 事 清 水 一 文 金 山 住民組織（金 山地区）再任 

理 事 秋 山   隆 下金山 住民組織（下金山地区）再任 

理 事 田 口 ひろ子 幾 寅 民生委員協議会    再任 

理 事 大 野   制 幾 寅 福祉施設       再任 

理 事 下 田   憲 幾 寅 学識経験者      再任 

理 事 久保田 宏 孝 北落合 住民組織（北落合地区）新任 

理 事 山 西 すみ子 幾 寅 婦人団体       新任 

理 事 上 林 康 政 幾 寅 学識経験者      新任 

監 事 高 松 昌 弘 幾 寅 学識経験者      再任 

監 事 山 内 茂 樹 幾 寅 学識経験者      新任 
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● 評 議 員  

地区名 氏  名 所 属 団 体 

下金山 武 田 正 明 住民組織 

金 山 高 岡 泰 彦 〃 

幾 寅 伊 賀 武 則 〃 

落 合 香 川 瑛 道 〃 

北落合 十 河 和 幸 〃 

東鹿越 高 橋 逸 郎 〃 

幾 寅 大 道 松 枝 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ団体 

幾 寅 高 橋 紀代美 民生委員協議会 

北落合 菊 池 富 夫 社会福祉団体 

幾 寅 上 野 達 郎 〃 

幾 寅 奥 田 和 美 〃 

幾 寅 新 田 信 一 〃 

幾 寅 日 下 勝 利 〃 

北落合 大 竹 一 枝 婦人団体 

金 山 斉 藤 忠 宏 教育機関 

金 山 鹿 野 博 史 青年団体 

幾 寅 中 村 壽 男 農林商工関係 

幾 寅 池 部 英 明 〃 

北落合 千 葉 俊 樹 〃 

幾 寅 畑 野 和 広 労働関係 

幾 寅 岩 城   茂 町防犯交通関係 

幾 寅 杉 村 博 史 社会福祉施設 

幾 寅 下 田 雄一郎 医療機関 

幾 寅 森   直 樹 福祉行政関係 

幾 寅 塩 貝 英 彦 学識経験者 

 

●第三者委員 

地区名 氏  名 

金 山 川  井   稔 

落 合 中 野 博 司 

幾 寅 山 名 賢 一 

 

●機 構 図  

会  長 

森  敏 範 

 

事務局長 

佐々木 之孝 

 

        

高齢者生活 

福祉センター 

くるみ園 

生きがい

デイ  

サービス 

デイサービスセンターゆうゆう 

デイサービスセンターかなっぷ 

ホームヘルプ         

サービスセンター 

生活  

サポート

センター 

地域  

ケア  

センター 

事務局 

生
活
援
助
員 

生
活
援
助
員 

生
活
援
助
員 

生
活
援
助
員 

生
活
援
助
員 

調 

理 

員 

調 

理 

員 

調 

理 

員 

管 

理 

者 

介 

護 

士 

介 

護 

士 

介 

護 

士 

介 

護 

士 

介 

護 

士 

介 

護 

士 

介 

護 

士 

介 

護 

士 

生
活
相
談
員 

生
活
相
談
員 

看 

護 

師 

看 

護 

師 

看 

護 

師 

生
活
相
談
員 

管 

理 

者 

ヘ

ル

パ

ー 

ヘ

ル

パ

ー 

ヘ

ル

パ

ー 

ヘ

ル

パ

ー 

ヘ

ル

パ

ー 

ヘ

ル

パ

ー 

ヘ

ル

パ

ー 

ヘ

ル

パ

ー 

主
任
ヘ
ル
パ
ー 

管 

理 

者 

主 
 
 

事 

主 
 
 

事 

自
立
支
援
専
門
員 

社
会
福
祉
士 

自
立
支
援
専
門
員 

社
会
福
祉
士 

保 

健 

師 

主 
 
 

任 

社
会
福
祉
士 

主 
 
 

任 

主 
 
 

事 

主 
 
 

事 

主 
 
 

事 

主 
 
 

事 

主 
 
 

事 

黒
川 

愛
子 

宗
形 

尚
美 

吉
岡
富
美
子 

大
道
真
知
子 

佐
々
木
弘
笑 

三
浦 

武
子 

木
村 

加
奈 

久
保
田
晃
子 

森 
 

敏 

範 

佐
藤 

和
恵 

山
口 

弥
生 

大
野
恵
理
子 

小
田
嶋
直
美 

山
下 

祐
里 

久
保
木
文
子 

水
戸
部
邦
子 

高
橋 

博
美 

宗
形 

尚
美 

箱
崎 

孝
輔 

永
井 

和
美 

今
出 

照
子 

金 

谷 
 

孝 

堀
井 

隆
之 

森 
 

敏 

範 

小
田
嶋
直
美 

山
下 

祐
里 

島 

美
智
子 

吉
田 

昭
子 

安
部
ひ
と
み 

黒
川 

愛
子 

吉
岡
富
美
子 

大
道
真
知
子 

佐
々
木
弘
笑 

森 
 

敏 

範 

川
上
恵
里
奈 

加
藤
は
る
み 

北
嶋 

洋
嗣 

伊
賀 

未
奈 

山
田 

恵
美 

赤
石 

和
弥 

市
川 

真
臣 

松
田 

育
代 

丹
羽 

健
輔 

川
上
恵
里
奈 

伊
賀 

未
奈 

北
嶋 

洋
嗣 

加
藤
は
る
み 

 

 



●基本方針  
 少子・高齢社会の進展や地域・家族形態の多様化等により、地域では公的な福祉サービスや現行の仕組
みだけでは対応できない福祉課題や、それに伴う生活のしづらさが生じています。また、低迷する日本経
済の影響で社会福祉を取り巻く財政状況も厳しい環境にあります。このような中、地域福祉を推進する社
会福祉協議会の役割・活動はますます重要となっており、地域住民、行政と協働で策定した第３次なんぷ
おもいやりプランに基づき、生活場面で起こりうる課題に対応できる地域づくり、住民相互の新たな支え
合い活動を支援できるよう、地域の絆を強めながら「誰もが、いつまでも安心して生活できる地域」の構
築を目指して参ります。 
 また、介護保険制度や障害者総合支援法など様々な福祉制度や経済社会の変化に適切な対策を講じてい
くとともに、利用者本位の安定、継続したサービスが提供できるよう住民目線で積極的な事業推進に努め、
各関係機関との連携を図りながら地域包括ケアの確立を推進して参ります。 

●

主

要

事

業

概

要

● 
 

 

 

   

１ 

地
域
福
祉
、
在
宅
福
祉
の
総
合
的
推
進 

(

１)

地
域
福
祉
活
動
事
業 

① 

小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
推
進
事
業 

② 
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
運
営 

③ 
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
事
業 

④ 

共
同
募
金
運
動
の
推
進 

⑤ 

社
会
福
祉
大
会
の
開
催 

⑥ 

福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催 

⑦
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
の
開
催
協
力 

⑧ 

第
３
期
地
域
福
祉
実
践
計
画
の
推
進 

⑨ 

高
齢
者
お
節
料
理
贈
呈
事
業 

(

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動) 

⑩ 

生
き
が
い
支
援
事
業 

⑪ 

福
祉
資
金
貸
付
事
業 

(

２)

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業 

(

町
受
託
事
業) 

① 

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業 

② 

除
雪
サ
ー
ビ
ス
事
業 

③ 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
等
サ
ー
ビ
ス
事
業 

④ 

寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
事
業 

⑤ 

生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
事
業 

(

地
域
支
援
事
業) 

⑥ 

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業 

(

３)

相
談
事
業 

・ 

心
配
ご
と
相
談
所
の
開
設 

(

生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー) 

１ 

地
域
福
祉
の
総
合
的
推
進 

２ 

地
域
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業
の
充

実
を
図
り
ま
す
。 

３ 

社
会
福
祉
協
議
会
活
動
、
組
織
の

強
化 

平成２８年度事業計画 
 

(

４)

福
祉
関
係
団
体
支
援
事
業 

① 

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動
支
援
及
び 

助
成 

② 

町
母
子
会
の
活
動
支
援
及
び
助
成 

③ 

町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
の
活
動
支
援
及 

び
助
成 

④ 

町
赤
十
字
奉
仕
団
の
活
動
支
援
及
び
助
成 

 

(

５)

戦
没
者
慰
霊
対
策
事
業 

① 

戦
没
者
追
悼
式
の
開
催
（
献
花
式
） 

② 

町
遺
族
会
の
活
動
支
援
及
び
助
成 

 

２ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業
の
充
実 

(

１)

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
事
業 

① 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営 

② 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
校
へ
の
支
援
、
協
力 

 

３ 

介
護
保
険
事
業
の
推
進 

 
(

１)

地
域
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業 

① 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業 

② 

認
知
症
対
策
事
業 

③ 

家
族
支
援
事
業 

 
 

(

「
ほ
の
ぼ
の
喫
茶
」
の
開
催
」
） 

④ 

要
介
護
認
定
調
査 

⑤ 

指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業 

  
(

２)
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業 

 
 

・ 
指
定
訪
問
介
護
及
び
指
定
介
護
予
防
訪
問 

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業 

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
） 

(

３)

通
所
サ
ー
ビ
ス
事
業 

 
 

・ 

指
定
通
所
介
護
及
び
指
定
介
護
予
防
通
所 

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業 

（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
運
営
） 

４ 

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
推
進 

(

１)

居
宅
支
援
事
業 

・ 

指
定
居
宅
介
護
事
業 

(

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣) 

 

５ 

福
祉
有
償
運
送
事
業
の
実
施 

(

１)

福
祉
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業 

 ６ 

受
託
事
業 

(

１)

く
る
み
園
事
業 

 
 

・ 

く
る
み
園
指
定
管
理
運
営
事
業 

(

２)

施
設
管
理
事
業 

 
 

・ 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
事
業 

 

７ 

社
会
福
祉
協
議
会
活
動
・
組
織
の
強
化 

(

１)

社
会
福
祉
協
議
会
活
動
・
組
織
強
化 

① 

内
部
体
制
の
連
携
強
化 

② 

福
祉
基
金
の
活
用 

③ 

社
協
会
員
の
拡
大 

(

２)

役
職
員
研
修
事
業
の
推
進 

 
 

・ 

各
種
研
修
事
業 

(

３)

普
及
・
啓
発
事
業 

 
 

・ 

広
報
誌
の
発
行 

 

８ 

理
事
会
・
評
議
員
会
の
運
営 

(

１)

理
事
会
の
開
催 

 
 

・ 

理
事
会
及
び
部
会
の
開
催 

(

２)

評
議
員
会
の
開
催 

(

３)

監
査
の
実
施 

 
 

・ 

定
期
監
査 

重 点 目 標 

-３- 

 



支 出 （単位：千円）

科　　　目 金　　額 科　　　目 金　　額

会費 869 人件費 64,250

寄付金 2,000 事務費 5,714

経常経費補助金 39,927 事業費 23,478

受託金収入 31,259 貸付事業等支出 500

事業収入 0 共同募金配分金事業費 878

貸付事業等収入 300 助成金 650

介護保険事業収入 18,984 負担金 550

障害者福祉ｻｰﾋﾞｽ事業収入 1,933 その他の支出 0

その他の収入 27

合　　　計 95,299 合　　　計 96,020

積立金取崩収入 13,174 積立預金取崩支出 1,000

ｻｰﾋﾞｽ区分間繰入金収入 8,125 事業区分間繰入金支出 1,546

拠点区分間繰入金支出 6,185

その他の支出 3,622

ｻｰﾋﾞｽ区分間繰入金支出 8,125

合　　　計 21,299 合　　　計 20,478

収入合計 116,598 支出合計 116,498

予備費 100

当期資金収支差額 0

支 出 （単位：千円）

科　　　目 金　　額 科　　　目 金　　額

介護保険事業収入 19,944 人件費 15,002

事務費支出 270

事業費支出 8,908

負担金 70

合　　　計 19,944 合　　　計 24,250

拠点区分間繰入金収入 4,306

合　　　計 4,306 合　　　計

収入合計 24,250 支出合計 24,250

当期資金収支差額 0

-４-

事
業
活
動

そ
の
他
活
動

事
業
活
動

収 入

収 入

平成２８年度収支予算

社会福祉事業　保健福祉センターみなくる会計

社会福祉事業　デイサービスセンターゆうゆう会計

そ
の
他

活
動



収入 支出 （単位：千円）

科　　　目 金　　額 科　　　目 金　　額

介護保険事業収入 9,000 人件費 7,558

事務費支出 240

事業費支出 3,011

負担金 70

合　　　計 9,000 合　　　計 10,879

拠点区分間繰入金収入 1,879

合　　　計 1,879 合　　　計

収入合計 10,879 支出合計 10,879

当期資金収支差額 0

収入 支出 （単位：千円）

科　　　目 金　　額 科　　　目 金　　額

受託金収入 8,310 人件費 4,665

事業収入 2,370 事業費支出 6,015

収入合計 10,680 支出合計 10,680

当期資金収支差額 0

収入 支出 （単位：千円）

科　　　目 金　　額 科　　　目 金　　額

助成金収入 2,442 人件費 3,600

事業収入 1,477 事業費支出 1,856

受取利息配当金収入 1 負担金 10

合　　　計 3,920 合　　　計 5,466

事業区分間繰入金収入 1,546

合　　　計 1,546 合　　　計

収入合計 5,466 支出合計 5,466

当期資金収支差額 0

収入 支出 （単位：千円）

科　　　目 金　　額 科　　　目 金　　額

事業収入 120 事業費支出 100

負担金 20

収入合計 120 支出合計 120

当期資金収支差額 0

-５-

そ
の
他

活
動

事
業
活
動

社会福祉事業　デイサービスセンターかなっぷ会計

社会福祉事業　高齢者生活福祉センターくるみ園会計

公益事業　福祉移送サービス会計

公益事業　法人後見会計

事
業
活
動

そ
の
他

活
動

事
業
活
動

事
業
活
動



 

今年の 3月から｢南ぷ・はつらつ俱楽部｣の介護予防教室を始めました。 

65歳以上の高齢者を対象として、介護予防の為の取り組みを行っています。 

介護予防教室では、参加する事で心や頭の活性化を図り、誰もがなり得る認知症の 

予防や老化現象の訪れを遅くすることなど大きな効果が期待できます。 

 一人で運動するのもいいけれど、通いの場に集まって声かけあいながら、楽しみな 

がら行う運動にはさまざまな効果が期待できます。 

いつまでも元気な暮らしを支えるために身体を動かそう 

 

 

 

 

 

 

体調・健康・体の機能      快い刺激は若さの秘訣       体の体操・頭の体操  

知って得する講座も参加      通いの場に集まろう      楽しみながら運動しよう  

☆元気なときから介護予防に取り組みましょう！   

  南富良野町の健康寿命をのばして介護や医療の負担軽減に一歩前進です。 

◆活動参加の場所と時間       ①保健福祉センター みなくる   H28 年 3 月 1 日 火曜日～ 

(デマンド便をご利用ください)    隔週火曜 10:10～11:20 …（北落合・落合・幾寅・東鹿越） 

②金山 コミュニティーセンター  H28 年 3 月２日 水曜日～ 

                   隔週水曜  13:50～15:00 …（下金山・金山） 

 

◆持ち物など ・・・ タオル・飲み物・室内靴・動きやすい服装でご参加ください。 

血圧手帳など日頃チェックしている方は併せてお持ちください。  

 

◆参加についてのお問い合わせはこちらまで 

 問い合わせ／申し込み先 ３９－７７１１ 保健福祉センター みなくる （内）   

       地域包括支援センター 担当： 市川・松田   気軽にお電話ください。    

   
＊講師を招いて（金山コミセン と 保健福祉センターみなくる）        ＊みんなで有酸素運動 

「かみかわ HOT(ほっと)かないセンター」巡回相談会 

経済的な困りごと、仕事、福祉に関する相談をお受けします。お気軽に、ご相談下さい。 

【と      き】平成２８年６月１５日（水）１３時３０分～１６時３０分 
【と   こ  ろ】保健福祉センター「みなくる」 
         南富良野町字幾寅７０８番地 
【お問い合わせ先】 北海道社会福祉協議会 自立相談支援センターかみかわ 
         「かみかわＨＯＴかないセンター」 
         ☎（０１６６）４８－１２３４ 
           南富良野町社会福祉協議会 
         ☎（０１６７）３９－７７１１ 
※当日、相談会場までお越しください。 
※相談中の場合はお待たせする場合がございますのでご了承ください。 
※事前の申し込み予約もできます。 

センターイメージキャラクター 

『ほっとちゃん』  

-6- 



 

 

 

 

（ＲＵＮ伴とは、認知症の人や家族、支援者、一般の人が一つのタスキをつなぎゴールを目指すイベントです。） 

 ７月３日（日）南富良野町も地域包括ケア推進サポート事業の一環として、認知症へ 

の周知・啓発活動及び認知症になっても安心して暮らせる町づくりを目指して、今年で 

３回目の参加となりました。 

当日は、   名の参加でランナーが通る沿道はオレンジ色に染まりました。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幾  寅  森 井 正 則 様    100,000円   故 森井智恵子様ご生前のご厚志に対するお礼として 

富良野市  工 藤 恵 子 様     30,000円   故 宮越イクヨ様ご生前のご厚志に対するお礼として 

幾  寅  都 築 智 恵 様    100,000円   故 都築 卓夫様ご生前のご厚志に対するお礼として 

幾  寅  柴 田 博 文 様     50,000円   故 柴田 キク様ご生前のご厚志に対するお礼として 

幾  寅  梅  林   博 様     30,000円   故 梅林 愛子様ご生前のご厚志に対するお礼として 

幾  寅  太 田 ヤエ子 様     10,000円   社会福祉協議会運営事業のために          

幾  寅  水 島 しげ子 様    100,000円   故 水島 康夫様ご生前のご厚志に対するお礼として 

幾  寅  沖   一 弘 様    100,000円   離町に際し社会福祉協議会運営事業のために     

                                （平成 28年 4 月 22日 現在） 

社協のホームページを作成しました。社協の情報等を掲載しておりますので、ぜひご覧ください。 

ＵＲＬ http://www.town.minamifurano.hokkaido.jp/minamifuranoshakyo/  

‐７‐ 

社 協 ア ラ カ ル ト＊


